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1　緒 言

　絲欺黴菌の 生産物に關す る研究に よ りて新 な る有機化合物の發見さ れ た る もの 少なか らす

と雖 も余は 偶 々　Aspergillus　 ochraceus に 付 きそ の 形態學的並 に生理學的砺究を行 へ る際麹

汁培養に於て第二鹽化鐡を以て 紫色反應を典 へ る物質を 生 産す る こ とを認 め其本體を分 離す

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （1）

る こ とに成功 せ り。 藪田博士 に よ れ ば Aspergillus　 echraceus は麹酸を作 らす夂之の菌が他

に第二鹽化鐵 に よ りて 呈色反應 を生す る物質を生産す る との報 告を見す。 故に余 が今回分離

し得ナこる物質に付 きて 現在迄知 り得 た る結果 を報 告せん とす o 尚 本菌 には他 の生 産物を認め

居れ どもこれ 等 に關す る詳細の 研究は 續行 中な る を以て 後 日改 めて報告すべ し。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （2）

　AspergMus　ochraceus 　 lこ關しては大 島幸吉氏は蛋白質の分解酵素の生成力張 く脂肪分解酵
　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　 （3）
素並 澱粉糖化酵素を殆ん ど生 成せ ざ る こ とを報 告 し池嗣勉氏 は 又醤油麩製造上代用菌 として

本菌の 工業的利用方面を研究 し蛋白質分解酵素力の大 な る 黙よ りして本菌應用 の可 能帖を論

すれ ど も其胞子 は
一
種激烈 な る炎症 的刺戟性を有 し

一度此れを吸入すれ ば鼻腟内粘膜咽喉等

は烈 しき痛 感を覺 え 、馴れ ざる職工は或は此 れがナこ め惱 まされ時 として は耳疾を招來せ し者

あ りて 全 く本菌の性質 に よ る もの な らん と椎測せ り 。 余 は將來本菌の研 究 に當 り特 に此 黙 に

關 し注 意 を怠 らざるべ し。

II 實 驗 2 部 ，

（1） 供 　 用　 菌

　　A ・P ・rgill… chraceu ・ （本教室保 存培養）

　聚落は最初無色なれ ど も成長す る に 件つ て 次第に蜂蜜色 よ り赤褐黄色 とな る。 其成熟期に

於 ける色は Orange　No ．146 （KZincksiecket　et　valette ，　Code　des　Couleurs）に剤1常す Q

　 分 生 芽 胞 柄 　 　 大 さ　 2−3mm ．x7 − 15y 滑 面

　 頂 　 　 　 　 　 嚢 　 　 大 さ　 25 −35y 圓 形
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梗 子 ｛鵜 糞：瓢鷺
　　分 生 芽 胞 　 大 さ 3’5・ 彫 稀陥 圓桝 田樋

　　 最 逋 襲 育 温 度　　　　　　 28 ° C　前後

　　　　　（2） 培 養 i基

　 窒素源及び炭素源化合物 と疑問の物質生 成の關係 とを見 るに次の 如 し。

　　 有　機　i饕　素　源

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編 縅 憙翳
　 麹 if　（15

° Bg ）　　　　　　
＿
　　　，　　　　　

一
　　　　　　　　　　

一
　　　　　　　　　　一　　　　　　佳良　　20 −40 　　　十

麹汁 醐 ・） 翫 ♂蒻
第

灘 驛 哩聾葡 射 勤 召。蹴 ｝傚 ・・−4・ ＋

　黼 糖（5・09・）　 　
”

　 　
”

　 　 〃 　 　 　 t・ 　 　 佳良 　20 　 ＋

　黼 糖（ ”
）　 チ ・ シ ソ 　 〃 　 　 〃 　 　 　 〃 　 　 良 　 20 　 ＋

　果 糖（ ” ） ウィ ツ テ ペ プ ト ソ ”
　 　 　

〃

　 　 　 〃 　 　 良 　 20 　 ＋

マ ソ ノ 騨
ス （” ）　 　

”
　 　 ” 　 　 　 ” 　 　 　 〃 　 　 良 　 20 　 ＋

　　　　　　　　（十（t呈th反應 あ る もの 、十 十 は呈 色 反應濃 吾 もの 、一
は無き もの ）　　　　　　　　　　　　　　　　　 喝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　 無　機　窒　素　源

　炭素源と して各種糖類 （5gr）、 窒素源 と して稍酸 ア ン モ ニ ユ
ー

ム （10％液5c．c．）を用ひ第

一
燐酸加 里 （10％液 5c．c．）硫酸 〒 グ ネ シ ュ ー ム （5％ 液 5c．c．）第 二鹽化鐵 （1％液3滴）槲 緑

酸 ナ ト リ ユ ー ム （5％液7c．c ．） を加 へ 全液 100c．c．とす。
　pH ＝5．8

　　　 ’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 發育状態

蔗　　　　糖　　窒 素源 以下同 じ　　　 佳良（大担伏）

葡　 萄　 糖　　　　　　　　　　　　最良（胞子多 し）

i麥　 芽　 糟　　　　　　　　　　　　　佳良（小起伏）

果 糖 　 　 佳良（大起伏）

ア ラ ビ ノ ース 　　　　　　　　　　　良（夲 ら）

可 溶 性 澱 粉 　　　　　　　　　　　可 成（小起伏）

カ゚ ラ ク トース 　　　　　　　　　　　　　　良（
ZF ら）

　　　（3） 生産物 の 分 離並 に精製

培養 口數

　 　 12

　 　 12

　 　 12

　 　12

　 12

　 12

　 12

第二 鹽化鐵に よ ろ反應

　 　 　 　 　 十 十

　 　 　 　 　 十 十

　 　 　 　 　 十

　 　 　 　 　 十

　 　 　 　 　 十

　 　 　 　 　 十

　　　　　
一

？

　　　 ，

一定時 日暗養せ し後濾過 して菌體を分 ち濾液 （第二 鹽化鐵を 注意 して加 ふ れば紫黒色の 呈色
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を認む）を減歴蒸溜 （約 50°C にて行ふ ）或 は蒸氣蒸溜に付 し （直火にて も差支 へ な し）溜

液と殘渣 とを別々 に試験す。 若 し麹酸なれば此の際溜出液中に出です残溜すべ きもの なれ ど

も余 の求むる物質は蕃溜液中に 來 り 〔第二巍化鐵の反應は葵麗な る紫色を呈す）之を充分 ヱ

ーテ ル にて浸 出 しヱ ーテ ル を 50°C 以下 で靜かに蒸螢すれば冷却す る と共 に稍 々 黄色の油舩

物質を附著せ る柱欺結晶を得 る 。 之の結晶は第二 鹽化鐵によ りて特有の呈色反慮 を現はす 。

此の結晶な石油 工 一テ ル に溶か し再 結晶を繰 り返せ ば無色の柱牀結晶とな り一
定せ る熔融黙

を示す に到れ り。 伺培養液を其の まS エ
ーテ ル にて浸出して も可 な O又粗結晶を一度棄燼板

で吸著せ しめた後石 油工 一 テ ル にて再結晶せ しむれば容易に該物質の糒製を行 ふ こ と を得

るo
’

　　　　 （4） 生産物 の物理 的並に 化學的性質

　圖に示せ る如 き無 色柱爿犬結晶な りo

熔融黙 ： 58．5°C （不訂正 ）（石 油工 一テ ル にて 二 回再結晶せ しめたる もの o ）

溶解性 ：水に は冷時難榕 、温時可溶

　　　 涸構　　　　　には冷時に於て も水 よ り溶け易 し、温暗可溶 。

　　　 木精　　　　　　 ”　　　　　　　　　　
、

　
”

　　。

　　　 石油声
一デ ル 　 　

”

　 　 　 　 　 　 　
、

　 ” 　 。

　　　 石軸 ぺ y ヂ ン 　　　 ”　　　　　　　　　　　　
、

　　 ”　　 。

　　　 工 員デ ル 1 トル オ
ール 、 ク ロ ロ フ ナ ル ム

、 ア セ ト ン li −：可溶 、 アル カ リー1：ma す o
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反應 ： 中性

窒素 、
ハ ロ ヂ ン

、 硫黄 丿を含ます 、 灰 分 無 しo

水溶液は第二鹽化鐵に よ り美麗な る 紫 色を旱 しこ れ を加熱 すれば褐 色に變す。

水溶液は t ロ ン 氏試藥 にて赤色を呈す 。

酒精溶液の 第ヒ鹽化鐵 反應は暗 紫色に して放置すれ ば褐色を増す 。

水溶液 に臭素水を加ふ れば自色針歌結晶を生 じア ル カ リー
に溶解す 。

過 マ ン ガ ン 酸加里 を脱色 し ア ル カ リ性過 マ ン ガ ン 酸加 里液 を線青色に變す 。

第 二鹽化鐵 によ り着色せ る色は乳酸の
一滴に よ り黄色に變すサ リ チール 酸 と異 る。

第二 鹽 化鐵 に よ り著色せ る色は燐酸に よ り完全 に脱色す麹酸 と異 る 。

水 と共 に蒸溜 し得 る （揮發イ如 、温水溶液 よ り發す る蕪氣は刺戟臭あ り。

　　　　　　　III　總 　　　　括

（1） Aspergillus　 ochraceus よ り一
生 産物を分離精製する こ とを得 其の 熔融黙 を測 りて

　58．5。C （不訂 re　）
・
た る こ とを知れ り。

（2） 硫黄 、
・ ・ ロ グ ン 、窒素を含ます灰 分無 く第二 鹽 化鐡に よ り紫色を呈す る こ と及び t

　 ロ ン 氏試藥、臭素水に よ る沈澱反應及び ア ル カ リー
に可溶性 なる性質よ りフ エ ノ ール 系

　統を帶び る もの と推 察 し得 べ し D

（3） 該生産物 の 生成 と窒素源 並に炭素源 との關係を研究 した る に窒 素源は有機 …更は無機

　性に て 可 なれ ど も選素源の 變化 に よ りて は 生産量に 差違 を認めた り。 藤糖葡萄糖よ りの

　生成佳良 な るに反 しガ ラ ク トース の 不良な る黙は本菌 と該生産物 との間に重大 なる生理

　的機作の 存す る こ と想像に 難か らす 。

（4） 双 糖顛 よ りは 多 く生産すれ ども多糖頻よ り焦少なき こ とは菌 の發育不良な る に よ る
　　 1

　 べ く 、
ペ ン ト

ー ス は 多糖類 よ りも佳 良 な り。

（5） 以上 Aspergillus　 t〕chraceus の 該生産物 に關 し漸 く其
一端 を知 り得た るのみ に して 筒

　今後の 1湃究に待つ もの多 く之が 研究 は續行 中な り。

　 　茲 に 楚ん で御懇篤な ろ御指導怨 忝 ふ し 才ころ齋藤教授並に諸先 生 に 深 1射す 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （於 大阪 工業 大學醯造學敏 室　昭 六 、 六 、
一）
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